
平成

山

年 月 日 金曜日

知
る
。

山 口 県

山山
○
公山

○
公山

○
公交

報

○
規知山宅

○
教 毎

（号 外 ）

口
県
規
則
第
二
十
三
号

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の

規

事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

口
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会

口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に
関
す

安
委
規
則

口
県
警
察
本
部
組
織
規
則
の
一
部
を

安
委
規
程

口
県
公
安
委
員
会
の
文
書
例
式
等
に

安
委
告
示

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の

目

次

則事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に

口
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を

地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
の
一
部

委
規
則

週
火
・
金
曜
日
発
行

保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

則

護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

山
口
県
知

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…

改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…

関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
告

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

改
正
す
る
規
則
（
医
務
保
険
課
）
…
…

を
改
正
す
る
規
則
（
建
築
指
導
課
）
…改

正
す
る
規
則

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

事

二

井

関

成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
五

（
学
事
文
書
課
）
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

平 成 年
月 日

（金曜日）

山
口
県
病
院
事
業
財
務

山
口
県
病
院
事
業
財
務
規
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年

山
口
県
病
院
事
業
財
務
規
則

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三

山
口
県
規
則
第
二
十
四
号

農
業
機
械
二
級
技
能
検
定
試
験

農
薬
管
理
指
導
士
認
定
試
験
の

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習

家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す

績

附

則

地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保

了
試
験
の
成
績

別
表
土
止
め
支
保
工
作
業
主

者
技
能
講
習
修
了
試
験
の
成
績

口
県
林
業
指
導
セ
ン
タ
ー
」
を

う
に
加
え
る
。

山
口
県
立
農
業
大
学
校
の
入
校

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

別
表
山
口
県
立
農
業
大
学
校

会
の
修
業
試
験
の
成
績
の
項
ま

中
「
山
口
県
林
業
指
導
セ
ン
タ

掘
削
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
四
十
三
年
山
口
県
規
則
第

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

日

山
口

の
成
績

合
格
発

一
月

成
績

合
格
発

一
月

会
の
修
業
試
験
の
成
績

合
格
発

一
月

る
講
習
会
の
修
業
試
験
の
成

合
格
発

一
月

工
作
業
主
任
者
技
能
講
習
修

合
格
発

一
月

任
者
技
能
講
習
修
了
試
験
の
成
績

の
項
か
ら
玉
掛
技
能
講
習
修
了
試

「
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ

試
験
の
成
績

合
格
発

一
月

の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

。の
入
校
試
験
の
成
績
の
項
か
ら
家

で
を
削
り
、
同
表
林
業
架
線
作
業

ー
」
を
「
山
口
県
農
林
総
合
技
術

了
試
験
の
成
績
の
項
を
次
の
よ
う

一

三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
公
布
す
る
。

県
知
事

二

井

関

成

表
の
日
か
ら

農
林
水
産
部
農
業
振

興
課

表
の
日
か
ら

農
林
水
産
部
農
業
振

興
課

表
の
日
か
ら

農
林
水
産
部
畜
産
振

興
課

表
の
日
か
ら

農
林
水
産
部
畜
産
振

興
課

表
の
日
か
ら

山
口
県
農
林
総
合
技

術
セ
ン
タ
ー

の
項
を
削
り
、
同
表
は
い
作
業
主

験
の
成
績
の
項
ま
で
の
規
定
中
「

ー
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の

表
の
日
か
ら

山
口
県
立
農
業
大
学

校

四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
五
号
）

畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講

主
任
者
講
習
修
了
試
験
の
成
績
の

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
地
山

に
改
め
る
。

に 任山よ の習項の

規

則



平

第第

成 年 月 日 金曜日

り
、第

の
一

第
六よに第

条
」

山 口

（
変

第
三式第

（
変

第
四第

県 報

山
宅

正
す第

の
次

（号 外 ）

改
正第こ宅

八
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を

十
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
一

第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号

六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の

条
を
加
え
る
。

条
の
二

法
第
十
二
条
第
三
項
に

う
と
す
る
者
は
、
宅
地
造
成
工
事

掲
げ
る
図
面
（
変
更
に
係
る
も
の

七
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
を

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十

更
の
許
可
の
申
請
）

条
の
二

省
令
第
二
十
五
条
の
申

）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

更
の
届
出
）

条

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定

（
別
記
第
三
号
様
式
）
を
知
事
に
提

五
条
の
見
出
し
を
「
（
工
事
着

口
県
規
則
第
二
十
五
号

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則

地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭

る
。

三
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

す
る
。

四
条
第
二
項
中
「
吏
員
そ
の
他
の

附

則

の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
の
一

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め

項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」

を
第
二
号
と
す
る
。

前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
協
議

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
一
条

変
更
協
議
申
出
書
（
別
記
第
二

に
限
る
。
）
を
添
え
て
知
事
に

「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「

四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条

請
書
は
、
宅
地
造
成
工
事
変
更

に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手
等
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条

山
口
県
知

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

和
四
十
年
山
口
県
規
則
第
百
三

六
条
」
に
、
「
第
十
八
条
」
を

」
を
削
る
。

日
か
ら
施
行
す
る
。

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

る
。

に
、
「
各
号
に
」
を
「
各
号
の

）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次

の
規
定
に
よ
り
知
事
と
協
議
し

号
様
式
）
に
省
令
第
四
条
の
表

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
九

第
二
項
」
に
改
め
る
。

許
可
申
請
書
（
別
記
第
二
号
様

者
は
、
宅
地
造
成
工
事
変
更
届

中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削

事

二

井

関

成

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

「
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条

公
布
す
る
。

生
日

月

」
に
、
「第

項
１

第
条

条

」
を
「第

項
１
第

条

別
記
第
二
号
様
式
か
ら
別
記

い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
同
条

「
前
各
号
」
を
「
前
二
号
」
に

第
十
二
条
中
「
第
十
四
条
第

第
十
四
条
中
第
二
号
を
第
三

二

第
三
条
の
二
の
宅
地
造

第
十
四
条
に
次
の
一
号
を
加

四

第
六
条
の
二
の
宅
地
造

別
記
第
一
号
様
式
の
表
中
「

項
１

第

明

」
を
「第

項
１

第
条

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に

第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ

改
め
る
。

一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」

号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一

成
工
事
変
更
許
可
申
請
書

え
る
。

成
工
事
変
更
協
議
申
出
書

日
月

年
昭
・
大

・

」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
中
「第

改
め
る
。

か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

に
改
め
る
。

号
を
加
え
る
。

生

」
を
「

年

二

中



平成

考
備

年 月 日 金曜日

注
更 付
添

備 変

山 口 県

内 変 変 協 許

報

申 申 等

（号 外 ）
２

第

の
画
計

の
事
工

る
す

関
に

大
の

紙
用
。

と
こ

に
更

変

更

規
業

工
本

日
、

は
さ
き

の
前
更

変
類

書

考 由
理

の

申
る
係

に
議

協
は
又

可
許

住
の
者

請
申

１
類
書

の
後

者
表

代
、

は
名

氏
び

及
所

と
こ
る

す
入

記
を
名

氏
の

署
自

を
名
氏

の
者

請
申

２
規

の
令

法
の

他
３

と
た
し

年
の
議 可

政
行

り
よ

に
定

変

項
事

更

号
番
び

及
日

月

後
更

変
容 の

更
前

更

成
造

地
宅

り
お

と
の

記
下

第
法

制
規

す
関

に

第
項

１
第

条

し
請

て
い

お
に

項
３

第
条

式
様

号

。
す

ま
出

し

宅

条
６

第
、

２
の

条
３

第

請
申

様
事

知
県

口
山

造
地

、
は

て
つ

あ格

続
手

の
そ

に
欄

」
考

備

は
又

書
請

。
る

す
と

４
列

類
書
た

し
付

添
に

書
出

申

そ
、

は
て

つ
あ

に
人

法

に

、
は
き 。

務
事
る

た
主

の

な
し
要

を
と

こ
る

す
印

押
そ
可

認
、

可
許

の
庁

こ
い

日
月

年

は
又
分

処
の

他
の

名
氏

の
画

計
の

事
工

る

局
話

電

準

を
議

協
を

可
許

の
更

変

第
法

同
る

す
用

係
関

２
の

記

に
定

規
の

条

請
申

可
許

更
変

事
工

成

）番
便

郵

月
年

書
出

申
議

協

所
住

者

号

入
記
を
況
状
く
よ

ち
進
の

は
き
と
る
あ

が
更

変

る
す

並
地
在

所
の
所

変
該
当
、

出
届
。

と

び
及
称
名
に
び

成
造
地
宅

る
す
と
要
必

を

号
第

の
い

た
し

い
た

け
受

）
番

関
、

り
よ

成
造
地
宅

、
で

日

て
え
添

を
類

書
係

付
り
は

紙
証
入

収
県
口
山

欄
け

こ
い
な

し
印
消

所
住
の
者
出
届

１
注

。
と

名
氏
の
者
表

代

名
氏

び
及

の
者
出
届

２

る
す
入

記
を

３

し
署
自

を
名

氏

備

当
該
、

は
」

項
事
更
変

日
、
は
さ
き
大
の
紙

用
考

の
事
工

２
項

事
更

変

工
本

更
変

容
内
の
更
変

前
更
変月
年

更
変

由
理

の
更

変

後日

成
造

地
宅
り
お

と
の
記
下

第
法

制

にに
定
規

の
項
２
第

条

可
許

番
び
及
日
月
年

の
）
議
協

主
成
造

１

号

式
様
号

３
第

県
口
山

宅

）
係

関
条
４
第

様
事

知

、
は
て
つ
あ

に
人
法
、
は

き
と
た

。
と
こ

た
主
の
そ

要
を
と
こ
る
す
印
押

、
は

○
を

号
番

の
の

も
る

す

し

格
規

業

と
こ
む

囲
で

定
予
手

着

。
る

す
と

４
列

年
定
予

了
完

は
又

日
月

年

月
年

月 氏

軽
の

画
計

の
事

工
る

す
関

す
ま

出
け
届
り

よ

変
な

微

記 。

工
は
又
者
計
設

、

日
月

年

者
行

施
事

出
届

郵 更
変

事
工

成
造

地

住
者

三

び
並
地

在
所
の
所
務
事
る

。
と
こ
い
な

び
及
称
名
に

日 日

。

名

の
た
し

を
更

）
番

局
話

電

規
等
成

造
地

宅
、

で

号
第

所 号
番
便

日
月

年

届



平

第

成 年 月 日 金曜日

山
山

山
号
）

山 口

山
の
一第こ

県 報

山
山

（号 外 ）
４

第

別別
り
、別こ

一
条
中
「
、
山
口
県
立
盲
学
校

口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に
関

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

口
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三

山
口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理

口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

山
口
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導

口
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

二
条
第
一
号
中
「
盲
学
校
、
聾
学

附

則

の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

教

育

委

口
県
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

口
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二

式
様

号
５

第
び

及
式

様
号

除
削

記
第
六
号
様
式
中
「

３
第

条
５

第

記
第
七
号
様
式
中
「

４
第

条
５

第
同
備
考
１
を
同
備
考
と
す
る
。

記
第
十
号
様
式
の
備
考
中
３
を
削

附

則

の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行（

以
下
「
盲
学
校
」
と
い
う
。
）

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る山

号
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山

。 委
員
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す

会
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
口

校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別

日
か
ら
施
行
す
る
。

員

会

会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規山

号 号

」
を
「

号
１

第
条

５
第

」
に

号

」
を
「

号
２

第
条

５
第

」
に

り
、
４
を
３
と
す
る
。

す
る
。

、
山
口
県
立
聾
学
校
（
以
下

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

口
県
教
育
委
員
会

す
る
規
則

口
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二

る
規
則

県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）

支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

口
県
教
育
委
員
会

改
め
る
。

改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
を
削

第
四
条
第
一
項
警
務
課
に
関

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三

山
口
県
公
安
委
員
会
規
則
第

山
口
県
警
察
本
部
組
織

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
七
課
」

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年

公

安

山
口
県
警
察
本
部
組
織
規
則

支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「

改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
並
び

改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
盲

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中

別
表
の
４
の
表
中
「

、
校
学

盲

「
聾
学
校
」
と
い
う
。
）
及
び

別
支
援
学
校
（
以
下
「
特
別
支

第
二
条
中
「
、
盲
学
校
、
聾

第
五
条
第
三
項
中
「
第
五
十

第
四
項
中
「
第
五
十
七
条
の
四

第
十
三
条
の
五
第
一
項
中
「

校
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
八
第
一
項
及
び

す
る
部
分
中
第
十
四
号
を
削
り
、

日
一
号

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
昭
和
二
十
九
年
山
口
県
公
安
委

を
「
八
課
」
に
、
「
警
務
課
」
を

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委

員

会

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

、
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学

に
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学

学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
」

「
盲
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「

聾
制
編

校
学
護
養

び
及
校
学

表

山
口
県
立
養
護
学
校
（
以
下
「
養

援
学
校
」
」
に
改
め
る
。

学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
及
び

七
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
五
十

第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
五

並
び
に
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養

第
十
四
条
第
一
項
中
「
盲
学
校
、

留
置
管
理
課
」

第
十
五
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同

山
口
県
公
安
委
員
会

員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次

「
警

務

課

に
改
め
る
。

に
公
布
す
る
。

校
」
を
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」

校
」
を
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」

を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る

特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

」
を
「

表
制

編
校
学

援
支

別
特

」

護
学
校
」
」
を
「
及
び
山
口
県
立

特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

七
条
の
五
第
二
項
」
に
改
め
、
同

第
一
項
」
に
改
め
る
。

護
学
校
」
を
「
及
び
特
別
支
援

聾
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
特

四

部 の にに。に 特条学別

教

育

委

員

会

公

安

委

員

会



平成

表

年 月 日 金曜日

こ
山

交
山
口

ら
施

山 口 県

山
一
号別

中を
加

長
、

る
。

報

山
山

る
。

（号 外 ）

分
の留こ

山
口
県
大
島
警
察
署
の
部
安
下
庄

の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

口
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十

番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所

県
公
安
委
員
会
告
示
第
六
十
三
号

行
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

口
県
公
安
委
員
会
の
文
書
例
式
等

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

表
個
数
の
欄
中
「
二
五
」
を
「
二

「
山
口
県
山
口
警
察
署
徳
地
交
番
所

え
、
「
及
び
山
口
県
長
門
警
察

山
口
県
萩
警
察
署
江
崎
幹
部
交
番

附

則

口
県
公
安
委
員
会
規
程
第
一

口
県
公
安
委
員
会
の
文
書
例
式
等

平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

山
口
県
公
安
委
員
会
の
文
書
例

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

置
管
理
課

一

留
置
場
の
管
理
に
関
す
る
こ

二

留
置
人
の
取
扱
い
に
関
す
る

附

則

の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

山

交
番
の
項
を
削
り
、
同
部
沖
家

日
か
ら
施
行
す
る
。

三
号の

名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二

る
。

二
」
に
、
「
二
四
」
を
「
二
一

長
」
の
下
に
「
、
山
口
県
山
口

署
油
谷
交
番
所
長
」
を
「
、
山
口

所
長
及
び
山
口
県
長
府
警
察
署

号
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正山

式
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

と
。

こ
と
。

日
か
ら
施
行
す
る
。

口
県
公
安
委
員
会

室
警
察
官
駐
在
所
の
項
の
次
に

関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
一
年

し
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か

年
山
口
県
公
安
委
員
会
規
程
第

」
に
改
め
、
同
表
保
管
者
の
欄

警
察
署
阿
東
幹
部
交
番
所
長
」

県
長
門
警
察
署
油
谷
交
番
所

豊
田
幹
部
交
番
所
長
」
に
改
め

す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

口
県
公
安
委
員
会

改
正
す
る
規
程

番
」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
周

に
「
、
学
園
台
」
を
加
え
、
同

石
、
下
広
石
及
び
緑
ヶ
丘
に
限

交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
、

「
（
久
保
警
察
官
駐
在
所
の
所

山
町
、
大
河
内
及
び
吉
原
に
限

め
る
。久

保
警
察
官

連
絡
所

下
松
市
大
字

河
内

表
山
口
県
下
松
警
察
署
の
部

番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
、
南

武
上
（
下
高
塚
に
限
る
。
）
」

く
。
）
」
を
加
え
、
「
、
大
字

欄
中
「
の
う
ち
」
の
下
に
「
東

に
「
、
葉
山
一
丁
目
、
葉
山
二

「
生
野
屋
南
三
丁
目
」
の
下
に

六
丁
目
、
南
花
岡
七
丁
目
、
大

え
、
「
（
末
武
交
番
の
所
管
区

装
港
警
察
官

駐
在
所

岩
国
市
装
束

町
一
丁
目

表
山
口
県
柳
井
警
察
署
の
部

宮
野
」
を
加
え
、
「
片
野
」
を

区
の
欄
中
「
下
馬
皿
」
を
「
国

余
田
（
畑
に
限
る
。
）
」
を
加

「
（
馬
皿
警
察
官
駐
在
所
の
所

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

安
下
庄
警
察

官
駐
在
所

大
島
郡
周
防

大
島
町
大
字

西
安
下
庄

表
山
口
県
岩
国
警
察
署
の
部

石
町
一
丁
目
」
を
加
え
、
同
部

港
交
番
の
項
を
削
り
、
同
部
岩

南
警
察
署
の
部
周
南
団
地
交
番
の

部

ケ
浜
交
番
の
項
を
削
り
、
同

る
。
）
、
大
字
瀬
戸
（
高
橋
に
限

星
が
丘
一
丁
目
、
星
が
丘
二
丁

管
区
を
除
く
。
）
」
を
「
（
殿
ヶ

る
。
）
」
に
改
め
、
同
部
久
保
警

米
川
警
察
官
駐
在
所
の
項
所
管
区

花
岡
一
丁
目
、
南
花
岡
六
丁
目
、

を
削
り
、
「
大
字
末
武
中
」
の
下

瀬
戸
（
字
梁
に
限
る
。
）
」
を
削

和
一
丁
目
、
東
和
二
丁
目
、
桃
山

丁
目
、
星
が
丘
一
丁
目
、
星
が
丘

「
、
南
花
岡
一
丁
目
」
を
、
「
南

字
河
内
（
下
松
駅
前
交
番
の
所
管

を
除
く
。
）
」
を
「
、
大
字
末
武

岩
国
市
の
う
ち
新
港
町
一
丁
目
、
新
港

目
、
新
港
町
四
丁
目
、
新
港
町
五
丁
目

町
二
丁
目
、
装
束
町
三
丁
目
、
装
束

目
、
装
束
町
六
丁
目
、
柱
島

柳
井
港
警
察
官
駐
在
所
の
項
所
管

「
片
野
東
、
片
野
西
」
に
改
め
、

清
、
迫
田
、
下
馬
皿
、
北
町
」
に

え
、
同
部
余
田
警
察
官
駐
在
所
の

管
区
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

周
防
大
島
町
の
う
ち
大
字
東
安
下
庄
、

麻
里
布
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中

東
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中
「
立

国
交
通
検
問
所
の
項
の
次
に
次
の

五

項
所
管
区
の
欄
中
「
清
水
町
」
の

部
江
口
警
察
官
駐
在
所
の
項
の
次

る
。
）
」
に
改
め
、
同
部
下
松
駅

目
、
星
が
丘
三
丁
目
」
を
削
り

浴
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
、
昭
和
通
上
、

察
官
駐
在
所
の
項
を
次
の
よ
う
に

の
欄
中
「
末
武
交
番
」
を
「
花
岡

南
花
岡
七
丁
目
」
及
び
「
、
大
字

に
「
（
花
岡
交
番
の
所
管
区
を

り
、
同
部
花
岡
交
番
の
項
所
管
区

町
、
」
を
、
「
東
陽
七
丁
目
」
の

二
丁
目
、
星
が
丘
三
丁
目
」
を

花
岡
五
丁
目
」
の
下
に
「
、
南
花

区
を
除
く
。
）
、
大
字
来
巻
」
を

中
（
西
河
原
西
、
西
河
原
東
、
上

町
二
丁
目
、
新
港
町
三
丁

、
装
束
町
一
丁
目
、
装
束

町
四
丁
目
、
装
束
町
五
丁

区
の
欄
中
「
宮
本
西
」
の
下
に
「

同
部
馬
皿
警
察
官
駐
在
所
の
項
所

改
め
、
「
限
る
。
）
」
の
下
に
「

項
所
管
区
の
欄
中
「
余
田
」
の
下

表
山
口
県
下
松
警
察
署
の
部
末
武

大
字
西
安
下
庄
、
大
字
秋

「
砂
山
町
二
丁
目
」
の
下
に
「
、

石
町
一
丁
目
、
」
を
削
り
、
同
部

よ
う
に
加
え
る
。

下に 前、城改交 末除の下、岡加広 、管、に交 立装



平成 年 月 日 金曜日

表
「
常

目
、

改
め

に部
西

目
、

所
の

山 口

表

県 報

番
の

丁
目

（号 外 ）

次
の表

を
除

浜
警

「
、

山
口
県
宇
部
警
察
署
の
部
常
盤

盤
台
一
丁
目
（
常
盤
台
交
番
の

開
四
丁
目
、
開
五
丁
目
、
開
六
丁

、
同
部
小
羽
山
交
番
の
項
を
削
り

「
、
大
字
中
宇
部
（
新
川
一
五

四

岐
波
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中

床
波
三
丁
目
、
床
波
四
丁
目
、
床

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
口
県
山
口
警
察
署
の
部
に
次
の

長
門
峡
警
察

官
駐
在
所

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
生
雲

東
分

阿
東
る
。

地
福
警
察
官

駐
在
所

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
地
福

上

阿
東

所
管

嘉
年
警
察
官

駐
在
所

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
嘉
年

上

阿
東

項
所
管
区
の
欄
中
「
の
う
ち
」
の

、
」
を
加
え
、
同
表
山
口
県
山
口

阿
東
幹
部
交

番

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
生
雲

西
分

阿
東
区
を
喜
、
原
、

徳
佐
交
番

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
徳
佐

下

阿
東

三
谷
警
察
官

連
絡
所

阿
武
郡
阿
東

町
大
字
生
雲

東
分

よ
う
に
加
え
る
。

ケ
浜
警
察

官
駐
在
所

周
南
市
大
字

ケ
浜

周
南
丁
目
中
及

山
口
県
周
南
警
察
署
の
部
大
島
警

く
。
）
」
を
削
り
、
同
部
久
米
警

察
官
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表

桑
山
一
丁
目
、
桑
山
二
丁
目
」
及台

交
番
の
項
を
削
り
、
同
部
上
宇

所
管
区
を
除
く
。
）
」
を
「
開
一

目
」
に
、
「
小
羽
山
交
番
」
を

、
同
部
新
川
交
番
の
項
所
管
区

区
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同

「
あ
す
と
ぴ
あ
七
丁
目
」
の
下
に

波
五
丁
目
、
床
波
六
丁
目
」
を

よ
う
に
加
え
る
。

町
の
う
ち
大
字
生
雲
東
分
（
字
御
堂

）
、
大
字
篠
目

町
の
う
ち
大
字
地
福
上
、
大
字
地
福
下

区
を
除
く
。
）

町
の
う
ち
大
字
嘉
年
上
、
大
字
嘉
年
下

下
に
「
桑
山
一
丁
目
、
桑
山
二

警
察
署
の
部
徳
地
交
番
の
項
の

町
の
う
ち
大
字
生
雲
東
分
（
長
門
峡
警

除
く
。
）
、
大
字
生
雲
西
分
、
大
字

大
字
地
福
下
（
字
田
代
、
字
下
杉
原

字
鷹
の
巣
及
び
字
荒
瀬
に
限
る
。
）

町
の
う
ち
大
字
徳
佐
上
、
大
字
徳
佐
中

市
の
う
ち
由
加
町
、
鼓
海
一
丁
目
、
鼓

、
大
字
栗
屋
、
大
字

ケ
浜
、
大
字
久

び
院
内
に
限
る
。
）

察
官
駐
在
所
の
項
所
管
区
の
欄

察
官
駐
在
所
の
項
所
管
区
の
欄

山
口
県
防
府
警
察
署
の
部
防
府
駅

び
「
、
桑
南
一
丁
目
、
桑
南
二

部
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中

丁
目
、
開
二
丁
目
、
開
三
丁

「
小
羽
山
警
察
官
駐
在
所
」
に

の
欄
中
「
下
条
二
丁
目
」
の
下

部
居
能
交
番
の
項
を
削
り
、
同

「
、
床
波
一
丁
目
、
床
波
二
丁

加
え
、
同
部
則
貞
警
察
官
連
絡

原
及
び
字
千
頭
に
限

（
阿
東
幹
部
交
番
の

丁
目
、
桑
南
一
丁
目
、
桑
南
二

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

察
官
駐
在
所
の
所
管

生
雲
中
、
大
字
蔵
目

、
字
上
杉
原
、
字
向

、
大
字
徳
佐
下

海
二
丁
目
、
鼓
海
三

米
（
旭
、
平
井
、
田

中
「
（

ケ
浜
交
番
の
所
管
区

中
「

ケ
浜
交
番
」
を
「

ケ

前
交
番
の
項
所
管
区
の
欄
中

丁
目
」
を
削
り
、
同
部
華
城
交

を
「
西
の
浜
東
区
」
に
改
め
、

セ
メ
ン
ト
町

交
番

市
中
央
一
丁

目

表
山
口
県
小
野
田
警
察
署
の

沖
二
丁
目
、
新
沖
三
丁
目
」
を

木
戸
大
鼻
、
木
戸
中
の
町
、
木

小
野
田
駅
前

交
番

山
陽
小
野
田

市
日
の
出
三

丁
目

山
陽
小
野
田

居
能
警
察
官

駐
在
所

宇
部
市
居
能

町
三
丁
目

表
山
口
県
小
野
田
警
察
署
の

改
め
る
。

常
盤
台
警
察

官
駐
在
所

宇
部
市
上
野

中
町

小
羽
山
警
察

官
駐
在
所

宇
部
市
南
小

羽
山
町
二
丁

目

同
部
本
山
警
察
官
駐
在
所
の
項
所

目
、
住
吉
本
町
二
丁
目
、
千
代
町
一
丁

栄
一
丁
目
、
高
栄
二
丁
目
、
高
栄
三
丁

二
丁
目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四
丁

町
、
港
町
、
セ
メ
ン
ト
町
、
須
恵
一
丁

三
丁
目
、
平
成
町
、
新
沖
一
丁
目
、

目
、
叶
松
一
丁
目
、
叶
松
二
丁
目
、
大

田
（
小
野
田
駅
前
交
番
、
西
の
浜
警
察

官
駐
在
所
の
所
管
区
を
除
く
。
）
、
大

大
字
東
須
恵

部
西
の
浜
警
察
官
駐
在
所
の
項
所

削
り
、
「
刈
屋
、
木
戸
」
を
「
刈

戸
新
町
」
に
、
「
須
恵
」
を
「
須

出
四
丁
目
、
新
生
一
丁
目
、
新
生
二

町
、
旭
町
一
丁
目
、
大
字
小
野
田
（
旦

目
出
、
目
出
湖
畔
町
、
目
出
文
化
町
、

び
亀
の
甲
に
限
る
。
）
、
大
字
東
高

町
、
高
須
、
平
生
町
、
大
塚
、
平
和
町

限
る
。
）
、
大
字
有
帆
（
字
萩
森
に
限

字
千
崎

宇
部
市
の
う
ち
大
字
東
須
恵
（
九
一
七

一
八
番
七
、
一
三
一
三
番
五
、
二
四
八

三
七
六
三
番
一
、
三
七
六
四
番
、
三

二
、
三
八
〇
一
番
二
、
三
八
〇
二
番
二

〇
六
番
二
及
び
三
八
〇
七
番
四
に
限
る

う
ち
中
川
一
丁
目
、
中
川
二
丁
目
、

目
、
中
川
五
丁
目
、
中
川
六
丁
目
、

目
、
東
藤
曲
一
丁
目
、
東
藤
曲
二
丁
目

台
二
丁
目
、
文
京
台
三
丁
目
、
東
平

目
、
南
中
山
町
、
浜
田
一
丁
目
、
浜
田

松
崎
町
、
西
平
原
一
丁
目
、
西
平
原
二

西
平
原
四
丁
目
、
岩
鼻
町
、
大
字
藤
曲

部
セ
メ
ン
ト
町
交
番
の
項
及
び
小

山
陽
小
野
田
市
の
う
ち
緑
が
丘
、
高
千

目
、
石
井
手
一
丁
目
、
柿
の
木
坂
一
丁

柿
の
木
坂
三
丁
目
、

山
一
丁
目
、

目
、
日
の
出
一
丁
目
、
日
の
出
二
丁
目

宇
部
市
の
う
ち
野
中
一
丁
目
、
野
中
二

中
四
丁
目
、
野
中
五
丁
目
、
上
野
中
町

台
二
丁
目

宇
部
市
の
う
ち
北
小
羽
山
町
一
丁
目
、

小
羽
山
町
三
丁
目
、
北
小
羽
山
町
四

目
、
東
小
羽
山
町
二
丁
目
、
東
小
羽
山

四
丁
目
、
東
小
羽
山
町
五
丁
目
、
南
小

山
町
二
丁
目
、
南
小
羽
山
町
三
丁
目
、

の
所
管
区
を
除
く
。
）
、
大
字
上
宇
部

山
上
に
限
る
。
）

宇
部
市
の
う
ち
居
能
町
一
丁
目
、
居
能

目
、
文
京
町
、
鍋
倉
町
、
上
条
一
丁
目

丁
目
、
上
条
四
丁
目
、
上
条
五
丁
目
、

管
区
の
欄
中
「
本
山
」
を
「
本

目
、
千
代
町
二
丁
目
、
高

目
、
中
央
一
丁
目
、
中
央

目
、
南
竜
王
町
、
北
竜
王

目
、
須
恵
二
丁
目
、
須
恵

新
沖
二
丁
目
、
新
沖
三
丁

学
通
一
丁
目
、
大
字
小
野

官
駐
在
所
及
び
本
山
警
察

字
丸
河
内
、
大
字
西
沖
、

管
区
の
欄
中
「
、
新
沖
一
丁
目
、

屋
西
条
、
刈
屋
中
村
、
刈
屋
上
条

恵
西
、
湯
布
田
」
に
、
「
西
の
浜

丁
目
、
新
生
三
丁
目
、
栄

東
、
旦
西
、
目
出
新
町
、

目
出
緑
町
、
目
出
幸
町
及

泊
、
大
字
西
高
泊
（
神
帆

、
横
土
手
及
び
南
平
原
に

る
。
）
、
大
字
高
畑
、
大

番
一
、
九
一
八
番
四
、
九

九
番
一
、
三
七
六
一
番
、

七
七
六
番
、
三
七
九
四
番

、
三
八
〇
五
番
二
、
三
八

。
）
、
山
陽
小
野
田
市
の

中
川
三
丁
目
、
中
川
四
丁

稲
荷
町
、
住
吉
本
町
一
丁

、
文
京
台
一
丁
目
、
文
京

原
一
丁
目
、
東
平
原
二
丁

二
丁
目
、
浜
田
三
丁
目
、

丁
目
、
西
平
原
三
丁
目
、

、
大
字
中
山

野
田
駅
前
交
番
の
項
を
次
の
よ
う

帆
一
丁
目
、
高
千
帆
二
丁

目
、
柿
の
木
坂
二
丁
目
、

山
二
丁
目
、

山
三
丁

、
日
の
出
三
丁
目
、
日
の

丁
目
、
野
中
三
丁
目
、
野

、
常
盤
台
一
丁
目
、
常
盤

北
小
羽
山
町
二
丁
目
、
北

丁
目
、
東
小
羽
山
町
一
丁

町
三
丁
目
、
東
小
羽
山
町

羽
山
町
一
丁
目
、
南
小
羽

大
字
中
宇
部
（
新
川
交
番

（
広
田
、
西
山
及
び
上
中

町
二
丁
目
、
居
能
町
三
丁

、
上
条
二
丁
目
、
上
条
三

北
条
一
丁
目
、
北
条
二
丁

六

山 新、」 に
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町
」

を察
署

の
項

所
管

改
め

丁
目

乃
三

根
、

野
、

山
口
県
阿
東
警
察
署
の
部
及
び
山

部
交
番
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

勝
山
交
番

下
関
市
秋
根

南
町
二
丁
目

下
関

町
、
目
、
宮
町
町
五
三
丁
町
二
の
宮
目
、

一
の

上
町

小
川
警
察
官

駐
在
所

萩
市
大
字
中

小
川

萩
市
官
駐
川
、

山
口
県
萩
警
察
署
の
部
高
俣
警
察

須
佐
警
察
官

駐
在
所

萩
市
大
字
須

佐

萩
市

弥
富
警
察
官

駐
在
所

萩
市
大
字
弥

富
下

萩
市
富
上
管
区

仙
崎
警
察
官

駐
在
所

長
門
市
仙
崎

長
門

山
口
県
長
門
警
察
署
の
部
川
尻
警

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
萩
警
察

江
崎
幹
部
交

番

萩
市
大
字
下

田
万

萩
市

山
口
県
萩
警
察
署
の
部
川
上
警
察

に
、
「
本
山
岬
町
、
宮
前
町
、
神

「
南
松
浜
、
あ
さ
ひ
が
丘
、
松
浜
団

の
部
を
削
り
、
同
表
山
口
県
長
門

所
管
区
の
欄
中
「
（
仙
崎
交
番
の

区
の
欄
中
「
通
」
を
「
の
う
ち
通

、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え、

一
の
宮
東
町
三
丁
目
、
楠
乃
一
丁
目

丁
目
、
楠
乃
四
丁
目
、
楠
乃
五
丁
目

大
字
楠
乃
、
大
字
勝
谷
、
大
字
田
倉
、

大
字
井
田

口
県
江
崎
警
察
署
の
部
を
削
り

加
え
る
。

市
の
う
ち
秋
根
本
町
一
丁
目
、
秋
根
本

秋
根
西
町
一
丁
目
、
秋
根
西
町
二
丁

秋
根
南
町
二
丁
目
、
秋
根
北
町
、
一
の

二
丁
目
、
一
の
宮
町
三
丁
目
、
一
の
宮

丁
目
、
勝
谷
新
町
一
丁
目
、
勝
谷
新
町

目
、
勝
谷
新
町
四
丁
目
、
田
倉
御
殿
町

丁
目
、
形
山
み
ど
り
町
、
秋
根
新
町
、

本
町
一
丁
目
、
一
の
宮
本
町
二
丁
目

一
の
宮
住
吉
二
丁
目
、
一
の
宮
住
吉
三

宮
卸
本
町
、
秋
根
上
町
一
丁
目
、
秋
根

三
丁
目
、
形
山
町
、
一
の
宮
東
町
一
丁

の
う
ち
大
字
上
小
川
東
分
、
大
字
上
小

在
所
の
所
管
区
を
除
く
。
）
、
大
字

大
字
鈴
野
川
（
字
石
ケ
谷
に
限
る
。
）

官
駐
在
所
の
項
の
次
に
次
の
よ

大
字
須
佐

の
う
ち
大
字
上
小
川
西
分
（
字
平
山
に

、
大
字
弥
富
下
、
大
字
鈴
野
川
（
小
川

を
除
く
。
）

市
仙
崎
（
通
警
察
官
駐
在
所
の
所
管
区

察
官
駐
在
所
の
項
位
置
の
欄
中

署
の
部
新
川
交
番
の
項
の
次
に

の
う
ち
大
字
上
田
万
、
大
字
下
田
万
、

官
駐
在
所
の
項
の
次
に
次
の
よ

明
町
」
を
「
夏
目
」
に
、
「
弥

地
、
本
山
団
地
及
び
田
の
尻
」

警
察
署
の
部
仙
崎
交
番
の
項
を

所
管
区
を
除
く
。
）
」
を
削
り

、
仙
崎
（
大
日
比
区
、
大
泊
区

る
。

、
楠
乃
二
丁
目
、
楠

、
東
勝
谷
、
大
字
秋

大
字
形
山
、
大
字
小

、
同
表
山
口
県
下
関
警
察
署
の

町
二
丁
目
、
秋
根
東

目
、
秋
根
南
町
一
丁

宮
町
一
丁
目
、
一
の

町
四
丁
目
、
一
の
宮

二
丁
目
、
勝
谷
新
町

一
丁
目
、
田
倉
御
殿

一
の
宮
学
園
町
、
一

、
一
の
宮
住
吉
一
丁

丁
目
、
前
勝
谷
町
、

上
町
二
丁
目
、
秋
根

目
、
一
の
宮
東
町
二

川
西
分
（
弥
富
警
察

中
小
川
、
大
字
下
小

う
に
加
え
る
。

限
る
。
）
、
大
字
弥

警
察
官
駐
在
所
の
所

を
除
く
。
）

「
油
谷
向
津
具
上
」
を
「
油
谷

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
字
江
崎

う
に
加
え
る
。

生
町
、
汐
見
町
及
び
本
山
沖
」

に
改
め
、
同
表
山
口
県
豊
田
警

削
り
、
同
部
長
門
市
駅
前
交
番

、
同
部
通
警
察
官
駐
在
所
の
項

及
び
青
海
区
に
限
る
。
）
」
に

百
合
野
警
察

官
駐
在
所

下
関
市
豊
田

町
大
字
大
河

内

表
山
口
県
彦
島
警
察
署
の
部

よ
う
に
加
え
る
。

西
山
警
察
官

駐
在
所

下
関
市
彦
島

迫
町
五
丁
目

菊
川
警
察
官

駐
在
所

下
関
市
菊
川

町
大
字
田
部

崎
警
察
官

駐
在
所

下
関
市
菊
川

町
大
字
吉
賀

殿
居
警
察
官

駐
在
所

下
関
市
豊
田

町
大
字
殿
居

豊
田
中
警
察

官
駐
在
所

下
関
市
豊
田

町
大
字
八
道

豊
田
幹
部
交

番

下
関
市
豊
田

町
大
字
殿
敷

安
養
寺
警
察

官
連
絡
所

下
関
市
長
府

紺
屋
町

表
山
口
県
長
府
警
察
署
の
部

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

表
山
口
県
長
府
警
察
署
の
部

府
亀
の
甲
一
丁
目
、
長
府
亀
の

目
、
長
府
安
養
寺
三
丁
目
、
長

「
（
長
府

坂
町
か
ら
大
字
楠

り
、
同
部
勝
山
交
番
の
項
を
削

下
関
市
の
う
ち
豊
田
町
大
字
今
出
、
豊

大
字
大
河
内
、
豊
田
町
大
字
殿
敷
（
字

田
町
大
字

原

西
山
交
番
の
項
を
削
り
、
同
部
本

下
関
市
の
う
ち
彦
島
竹
ノ
子
島
町
、
彦

西
山
町
二
丁
目
、
彦
島
西
山
町
三
丁
目

彦
島
西
山
町
五
丁
目
、
彦
島
迫
町
一
丁

彦
島
迫
町
三
丁
目
、
彦
島
迫
町
四
丁
目

島
迫
町
六
丁
目
、
彦
島
迫
町
七
丁
目

川
町
大
字
上
保
木
、
菊
川
町
大
字
下

野
、
菊
川
町
大
字
上
大
野
、
菊
川
町
大

田
部
、
菊
川
町
大
字
七
見
、
菊
川
町
大

上
岡
枝
、
菊
川
町
大
字
吉
賀
（

崎
警

除
く
。
）

下
関
市
の
う
ち
菊
川
町
大
字
吉
賀
（
字

に
限
る
。
）
、
菊
川
町
大
字

崎
、
菊

大
字
貴
飯
、
菊
川
町
大
字
日
新

下
関
市
の
う
ち
豊
田
町
大
字
杢
路
子
、

町
大
字
佐
野
、
豊
田
町
大
字
荒
木
、
豊

下
関
市
の
う
ち
豊
田
町
大
字
稲
見
、
豊

大
字
宇
内
、
豊
田
町
大
字
八
道
、
豊
田

字
浮
石

田
町
大
字
庭
田
、
豊
田
町
大
字
中
村
、

町
大
字
日
野
、
豊
田
町
大
字
高
山
、
豊

大
字
手
洗
、
豊
田
町
大
字
東
長
野
、
豊

町
大
字
城
戸
、
豊
田
町
大
字
江
良
、
豊

安
養
寺
警
察
官
駐
在
所
の
項
を
削

下
関
市
の
う
ち
菊
川
町
大
字
轡
井
、
菊

大
字
樅
ノ
木
、
菊
川
町
大
字
東
中
山
、

土
居
の
内
交
番
の
項
所
管
区
の
欄

甲
二
丁
目
、
長
府
紺
屋
町
、
長
府

府
安
養
寺
四
丁
目
、
長
府
珠
の

乃
に
至
る
市
道
第
二
五
九
〇
号
線

り
、
同
部
小
月
交
番
の
項
の
次
に

下
関
市
の
う
ち
豊
田
町
大
字
殿
敷
（
百

管
区
を
除
く
。
）
、
豊
田
町
大
字
西
市

七

田
町
大
字
地
吉
、
豊
田
町

上
殿
敷
に
限
る
。
）
、
豊

村
警
察
官
駐
在
所
の
項
の
次
に
次

島
西
山
町
一
丁
目
、
彦
島

、
彦
島
西
山
町
四
丁
目
、

目
、
彦
島
迫
町
二
丁
目
、

、
彦
島
迫
町
五
丁
目
、
彦

保
木
、
菊
川
町
大
字
下
大

字
田
部
、
菊
川
町
大
字
上

字
下
岡
枝
、
菊
川
町
大
字

察
官
駐
在
所
の
所
管
区
を

龍
王
、
字
防
迫
及
び
字
台

川
町
大
字
久
野
、
菊
川
町

豊
田
町
大
字
殿
居
、
豊
田

田
町
大
字
一
ノ
俣

田
町
大
字
金
道
、
豊
田
町

町
大
字
鷹
子
、
豊
田
町
大

豊
田
町
大
字
稲
光
、
豊
田

田
町
大
字
萩
原
、
豊
田
町

田
町
大
字
西
長
野
、
豊
田

田
町
大
字
阿
座
上

り
、
同
部
前
田
警
察
官
駐
在
所
の

川
町
大
字
道
市
、
菊
川
町

菊
川
町
大
字
西
中
山
、
菊

中
「
長
府

坂
町
」
の
下
に
「
、

安
養
寺
一
丁
目
、
長
府
安
養
寺
二

浦
町
、
長
府
三
島
町
」
を
加
え

以
西
の
区
域
に
限
る
。
）
」
を

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

合
野
警
察
官
駐
在
所
の
所

、
豊
田
町
大
字
矢
田
、
豊

の 項 長丁、削
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